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審査要旨 
本論文は、1930 年代及びヴィシー時代のパリにおいて出版された極右週刊紙『ジュ・スイ・パ
ルトゥ』（JSP）の分析を通して、ドイツに対するフランスのコラボラシオン（対独協力）の本質
や意義を考察したものである。 
まず「序論」では、JSPのみならず「協力主義」やフランス・ファシズムに関する研究史を紹介
した後に、本論文が取り組む課題を提示している。すなわち、1930 年代からヴィシー期にかけて
の JSP の思想的本質を解明することを通して JSP はなぜ「協力主義」を選択したのかという問題
を明らかにすることと、近現代のフランス・ジャーナリズム史の中に JSP を位置づけることとの
二つが本論文の「目的」であり、それに対応する 4つの「検討課題」が設定されている。 
第 1章「メディア史のなかの『ジュ・スイ・パルトゥ』」では、フランスのジャーナリズム史と
研究史を踏まえながら JSP が創刊される過程を扱っている。出版元であるファイアール書店を含
むパリのジャーナリズム史を整理し、出版者ファイアールと『アクション・フランセーズ』（AF）
のメンバーたちとの密接な関係から JSP が創刊される経緯が示されている。第 2 章「1930年代に
おける『ジュ・スイ・パルトゥ』のドイツ観」では、JSPの紙面からドイツに対する姿勢を分析す
ることを通して 1930年代の JSPの基本的な立場を把握することに取り組んでいる。フランスの右
翼にとって反ドイツ的な姿勢はほとんど自明であったが、論者は、JSPの紙面からはドイツに対す
る警戒心と共感という二面性が読み取れること、とくに後者の側面は「若さ」と「力強さ」に基
づいて国家再建を果たしたナチス・ドイツがフランスの「国家再生」を最重要視する JSP にとっ
て理想像の一つと認識されたためであったこと、しかし対独戦争が近づくと JSPも AFと同様の反
ドイツ的ナショナリストに回帰していったことを指摘している。第 3 章「ピエール・ガクソット
と『ジュ・スイ・パルトゥ』の分岐点」では、開戦から 1941年に再刊されるまでの間にガクソッ
トが編集長を辞任して去った出来事を、36 年に JSP がファイアール書店から離れた「第一の分岐
点」に続く「第二の分岐点」と位置づけ、AFと深く結びついていたガクソットと、ブラジヤック、
ルバテ、クストーら若手のメンバーたちとの間には既に 30年代から思想的な相違が存在したこと
を、①反ユダヤ主義に対する態度の違い、②ナチス・ドイツに対する警戒心の程度、③「国家再
生」の理想像に見られる差異、という三点を中心に析出している。 
第 4章「対独協力ジャーナリズムの形成と『ジュ・スイ・パルトゥ』の再刊」では、文書館史
料に依拠しつつ、占領下のパリで対独協力ジャーナリズムが形成されていった過程をドイツ側の
思惑に注目しながら考察し、自らの意思で再刊した JSPは対独協力ジャーナリズムの中でも特異
な位置を占めていたと指摘している。第 5章「『ジュ・スイ・パルトゥ』の協力主義イデオロギー」
は、ヴィシー期の JSPの活動を扱っている。まず、JSPの「あるべきフランス国家像」に関する言
説の中から「反『共和国精神』」・「ファシズムへの親和性」・「『新しいヨーロッパ』の実現」とい
う三つの要素を析出し、それらが 30年代から一貫している「フランスの国家再生」という要素と
結びついて協力主義イデオロギーを構成していたことを明らかにしている。ついで、1943年 8月
末に編集長ブラジヤックがドイツへの追従を拒否して JSPを去った出来事を JSPの「第三の分岐
点」と位置づけ、書簡や回想録や粛清裁判の記録を用いながらその経緯の解明に取り組んでいる。
第 6章「『あるべき国家像』をめぐって――AFと JSP」では、敗戦後の AFと JSPとが決裂する過 
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程を跡付けた後、AFの指導者モーラスの「完全ナショナリズム」論についての分析を土台とし
て AFと JSPとの共通点と相違点とを整理しつつ、両者の間には決定的な思想的相違があったこと、
そして JSPは「あるべき国家像」を求めていた点では一貫していたものの、ヴィシー期において
反ドイツ的要素を完全に捨て去ったことによって「あるべき国家像」の内容が変質してしまって
いたことを指摘している。「結論」では、全体を要約するとともに、「序論」で掲げられた課題に
対する解答が簡潔に述べられている。 
 本論文は、論理的な構成、先行研究の把握、史料の活用などにおいて優れたレヴェルに達して
おり、わが国のこれまでのフランス現代史研究の中で必ずしも明らかにされていなかった、1930
年代及び占領期におけるジャーナリズムの総体的な状況や JSPの位置づけと、フランス保守思想・
ナショナリズム史における同紙の思想とくにドイツ観の位置づけ、という二点の主たる研究目的
が、緻密で実証的な分析によって十分に達成されている。対独協力（コラボラシオン）の思想に
ついては、これまで、戦前の論調とは断絶して占領期の状況に機会主義的に対応したという断絶
説や、戦前からの「元々対敵内通」という論調で説明する極端な連続説のいずれかで捉えられる
ことが多かったが、本論文によって、対独協力主義の形成過程が、戦前から占領期へ連続線上で
の変化の過程として丁寧に跡づけられた意義は大きい。さらにこの時代の対独協力に関係した極
右新聞のスタンスの問題について、ジャーナリズムに関する詳細な数量データ・表を作成・提示
し、プレス記事を詳細に分析することを通して思想的本質を示し、またその図式化により明確に
「論理構造」を摘出した。このような論理的な整理分析は単純化に陥る恐れもあるが、この手法
によって、「コラボラシオン」における「協力主義」と「国家の協力」の差異が明快に説明された
と思われる。 
一方、先行研究の中でも最大の貢献であったディウドナなどの研究に対して、本論文における、
戦前期と占領期との双方の言説の関係性に注目するという研究視角の新しさは認められつつも、
裁判記録などの未公開文書の調査・分析から明らかになった内容の意義をさらに問うには、いっ
そう緻密な検証が必要となろう。また、この時代のもうひとつの脅威であった、社会主義・ボリ
シェビズムソ連に関わる記事内容の分析・検討や、同紙のような一つの右翼メディアというミク
ロの研究を通じてあきらかになったことが、マクロの展望、たとえばナショナリズム史や、ファ
シズム論に今後どのような展望を開くことになるかという問題も論者にとって今後の課題になる
と考えられる。 
しかしながら、1930 年代及びヴィシー期における協力主義、フランス・ファシズムの本質を、
新しい一次史料やプレスの記事に関する詳細な分析によって実証的に摘出し、あらたな見方を提
示した本論文の学術研究的価値は大きい。以上により、博士学位の授与にふさわしい論文である
と判断した。 
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